
地域再生計画 
 

１ 地域再生計画の名称   
   市民・事業者・市の協働による地球高温化防止計画 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 
   川口市 
 
３ 地域再生の計画の区域 
   川口市の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 
  川口市は、埼玉県の南端に位置し、荒川を隔てて東京都に隣接しており、東京都心か

ら１０～２０キロ圏内に含まれる立地条件にあることから、近年は高層住宅が多く建設

され、人口５１万人の４分の１をマンション住民が占める都市である。 
本市の特徴として、民生部門が温室効果ガス排出の約半数を占め、近年、増加の一途

を辿っていることから、この部門での削減が課題となっている、 
このため、市では、地球温暖化の原因となっている温室効果ガスの排出抑制に向け、

平成１９年３月に『川口市地球温暖化対策地域推進計画』を策定して取組を進めており、

市民 1 人あたりの温室効果ガス排出量を、平成２２年度までに、平成２年度と比較して

８．５％削減することを目標としている。   

民生部門での削減には、市民に“１人１人が行動をするしかない”という認識を持っ

てもらい、エコライフを実践してもらう必要がある。このため、５１万人の市民が温暖

化対策の必要性を感じられるような効果的な情報提供や、市民自らが行動を起こす機会

の創出や、仕組みづくりが必要と考えていることから、本地域再生計画では、市民・事

業者・市が“協働”して、排出抑制に向けた取組を推進し、目標の実現を図っていく。 

 

 （目標達成の指標） 

  （１）市民 1人あたりの温室効果ガス排出量 平成２年度比８．５％削減 

平成２年度 ５.１８ｔ－ＣＯ２/年 → 平成２２年度 ４.７４ｔ－ＣＯ２/年 

（２）一日環境家計簿「エコライフＤＡＹ」参加者数の増加 

平成２０年度 約７万人 → 平成２２年度 ８万人以上 

（３）「かわぐちエコドライブ宣言」参加者数の増加 

平成２０年度 ３，２７６人 → 平成２２年度 ２０％増の４千人 

（４）『エコ･スクールン』実施回数の増加 

平成２０年度 年間１５回 → 平成２２年度 年間３０回以上開催 



 
５ 目標を達成するために行う事業 
５－１ 全体の概要  

  『川口市地球温暖化対策地域推進計画』では、本市の特性や温室効果ガス抑制傾向に

ついて分析した上で、市民や事業者の関心が高く、発展的な展開や波及効果が期待でき

る６つの重点行動計画として、具体的な行動とその目標値（平成２２年度末）を定め、

温室効果ガス削減に努めている。 
  特に、市民・事業者との協働による民生部門における温室効果削減が重要であり、削

減のためには、市民・事業者に日頃の自分の生活が、地球環境に影響を与えているとい

うことを意識してもらい、次に自分のできることを実践してもらう、その次には市民・

事業者・市の協働による市域一体の取組を進めていく、と段階を踏んでレベルをあげて

いく必要がある。具体的には、○興味を持ってもらうための普及啓発や正しい知識を持

ってもらうための情報提供や講演会などの開催、○日頃の生活で実践できる一日環境家

計簿の「エコライフＤＡＹ」や「チャレンジ・エコライフ」での参加しやすい事業の実

施、○市民・事業者が協力し合い市域一体となって実施する「川口マイ箸プロジェクト」

や「川口カーシェアリング制度」の推進など、各レベルの取組を実施していき、市域全

体の意識の底上げを進めていく。 
 

５－２ 法第５章の特別の措置を適用して行う事業 
  該当なし  
  
 ５－３ その他の事業 
  ５－３－１ 支援措置による取組 
   官民パートナーシップ確立のための支援事業（Ｂ2001） 

（１）事業名 
低炭素社会の実現に向けた「チャレンジ・エコライフ」 

  （２）事業実施主体 
    ＮＰＯ法人川口市民環境会議 

（３）事業の概要 
『川口市地球温暖化対策地域推進計画』の６つの重点行動計画の 1つである「エコラ

イフＤＡＹの取組の輪の拡大」が今年で１０周年を迎えることから、市民を対象として、

冷房の使用が増える夏場（８月）に 1ヶ月間、エコライフにチャレンジしてもらう。取

り組んだ結果は、前年同月のエネルギー（電気・ガス・水道）使用量との比較が出来る

検針票等によって報告してもらい、１０月には市内での環境に関する取組や行動などを

報告・発表する「環境フォーラム」を開催する。参加者には抽選でエコ商品をプレゼン

トするなど、楽しみながらエコライフにチャレンジしてもらうことを通じて、市民にエ



コライフの必要性を感じてもらい、毎日の習慣へとつなげてもらうことを目的として実

施する。 

 

  ５－３－２ 基本方針に掲げられた支援措置によらない独自の取組 

（１）「川口市地球温暖化対策地域推進計画」に定める重点行動計画 

①エコドライブの普及促進 
「エコドライブ１０のすすめ」のうち、自分ができる項目を宣言し実践しても

らう「エコドライブ宣言」を推進する。また、市民にエコドライブを知ってもら

うための講習会や、市内の自動車関係団体職員に、各自の団体で普及啓発しても

らうため、実際にエコドライブを体験してもらう「エコドライブ教習会」を開催

する。 
②公共交通機関の利用促進 

 川口市コミュニティバス「みんななかまバス」、ＳＲ（埼玉高速鉄道線）及びＪ

Ｒ京浜東北線の利用促進のため利便性の向上を図る。 

③エコライフＤＡＹの取組の輪の拡大 

地球温暖化防止に対する啓発活動として、平成１８年度から実施しているＮＰ

Ｏ法人との共催による、「一日版環境家計簿の実施」＝「エコライフＤＡＹ」を継

続しており、市民・学校・行政が協働して、地球環境を考えた一日を過ごし、発

生するＣＯ２を減らす取組を行う。 

④都市緑化及び緑地保全の推進 

平成１９年度より展開中の「川口グリーンカーテン大作戦」として、初めてグ

リーンカーテンを設置する方を対象とした「プランター講習会」の開催、グリー

ンカーテンを設置されている市民・事業者に育て方や関連イベントの情報を提供

する「グリーンカーテン倶楽部員」の募集、ゴーヤを使った「ゴーヤ料理教室」

の開催、倶楽部員や興味がある方の意見交流・発表の場の「グリーンカーテン・

フォーラム」の開催などを実施する。 

⑤環境教育・環境学習の推進 

 ６月・１２月の環境月間における環境講演会の開催、環境活動を行っている市

民・事業者が講師となって市内の学校で環境出前事業を行う「エコ・スクールン」

の開催、小学５年生を対象とした「キッズＩＳＯ」の実施、地球温暖化防止をテ

ーマとした「地球高温化防止絵画コンクール」の募集など、幅広い世代を対象に

様々な事業を実施する。 

⑥３Ｒの推進によるごみ焼却量の削減 

 ３Ｒの推進として、ごみの減量及び分別や資源回収等の促進、平成２０年１１

月より開始した「レジ袋無料配布中止の取り組み」などにより、ごみ焼却量の削

減を図る。 



  （２）その他の事業 

①川口マイ箸プロジェクト 

焼却処分していた市内で育った木を造園業者が材料として提供し、市内におい

て、木工業者が加工、障害施設が箸袋を作成・梱包、ＮＰＯがＰＲ・販売する。

市が総合調整し、川口市だけの環境に良いマイ箸を推進する。 

②川口カーシェアリング制度 

行政がカーシェアリングの会員となり、市の公用使用と市民の日常使用が共存

できるシステムを実施しながら検証し、構築していく。 

 

 

 ６ 計画期間 

認定の日から平成２３年３月まで 

  

 ７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

   計画期間終了時に、「川口市地球温暖化対策地域推進計画」の達成状況の評価を実施

することから、その結果を公表する。 

   

 ８ 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 

  該当なし 


